[image: image1.jpg]


[image: image2.png]IEs
)

A



[image: image3.bmp] 
�








第１２８回(９月)ロングラン例会


くらしを憲法で考える


　身近な暮らしと憲法との関わりを見つめてみませんか？


報告者


駅前広場整備と樹木保存問題 鈴木ヒデヨさん


多摩川住宅建替え問題　　　 沖田　光子さん


調布飛行場問題　　　　　　 鵜澤希伊子さん


国分寺崖線樹林開発問題　　 大村　哲夫さん


外環道路建設問題　　　　　 菊地　春代さん


コメンテーター             大江　京子さん


　大江京子さんは弁護士、改憲問題対策法律家


　６団体連絡会事務局長





時:9月23日(土･休)14～17時 報告･討論


　　　　　17時半～19時半　夕食懇親会


　　　　　　　　参加費300円･食事代1000円


於:あくろす3階｢あくろすホール｣





第１２９回（１０月）例会


核兵器禁止条約と憲法９条


お話 田中 煕巳さん（要請中）


　　 日本原水爆被害者団体協議会、元事務局長





時：10月14日(土)13:30～


　　　参加費300円


於：たづくり10階1002室











▼改憲阻止の決意新た


  安倍改憲の本質と考え方、闘い方がわかりやすくとかれ、改めて改憲阻止への決意を新たにした次第です。戦後最大の国民運動とされる60年安保闘争に参加した世代だが、護憲の闘いはそれに次ぐ一大運動と認識しており、私自身70年代後半にあって死力を尽くし改憲阻止に当たりたい。  　　


　　（染地・石塚勝）


▼小選挙区制に問題


  豊富な資料（印刷もお疲れ様！）と、楽しくわかりやすいお話でした。


　安倍が「一強」でのさばっている最大の要因はやはり小選挙区制。自民党でも、以前は競い合いがあり、もう少しまともな人がいたと思う。


　もう一つの要因はマスコミ。テレビ、ラジオと新聞社が系列化している現状も日本独特で、そのトップが安倍首相との食事会などに嬉々として参加していることも、大きな問題だと思う。


　「安倍ＮＯ！」の声を大きくするには、私たち一人ひとりがその思いを多くの人に伝えていくしかないですね！　そのためにも、９月のロングラン例会、楽しみです。


　（柴崎・三浦久美子）





▼野党連合形成が大切


　安倍内閣の姿勢と北朝鮮の件を絡めると、日本の行く末がどうなるか分からない｡この状況をなくすには、わずかな共通点を足場に、野党連合の形成が大事だと思った。


　　（稲城・津田櫓冬）





▼自衛隊の位置づけ


　私たち国民・市民が、自衛隊をどう位置づけるかが大事だと思います。多くの国民が容認している自衛隊は「災害救助に活躍してくれる自衛隊」であり、「世界有数の軍隊である自衛隊」ではないと思います。そこをきちんと把握し議論する必要があると感じました。


　　（柴崎・三宅征子）


▼公明党に懸念


　現在進行形の問題を懇切丁寧に整理して話してもらい、有り難かった。沢山の資料の提供とレジメに基づく説明がよかったと思いました。ただ、公明党の評価がいくらか気にかかりました。あの党は口先ではいいことを言っていながら、行動では国民の期待を裏切るようなことを重ねてきている党だからです。ご健闘を願っています。


  （柴崎・日置克之）


▼自衛隊の実態は？


　自衛隊は何か。自衛隊が関わる法律は何か。集団的自衛権の行使容認と安保法制で何ができるようになったのか。自衛隊の実態は災害救助の顔と違うのではないか。日米同盟の深化、ガイドラインとは何なのか。在日米軍と自衛隊の関係は？


　軍隊というには不足はあるかもしれないが、一旦憲法に書き込めば、完全な軍隊にするため法律や制度を急いで変えて再度憲法を変えるだろう。


自衛隊と軍隊は遠い存在ではない。具体的に知っておく必要がある。


　（菊野台・大野哲夫）
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